
マンション管理適正化・再生推進事業

成果報告会



１．支援マンションの課題

（１）管理計画認定への要望

・適正化法改正により新たに始まった管理計画認定申請を行いたい。

（２）自主管理で管理規約が適切に見直されていない。

・現行の管理規約が自治会規約と管理規約が混じった規約になっている。

（３）自主管理で長期期修繕計画の見直しが適切に行われていない。

・築５０年と高経年化と高齢化に対応するバリアフリー工事等への要望。

（４）自主管理で管理組合の運営が適切かどうか。

・１６０戸超のマンションで、管理会社の支援がないために、管理組合運営が不安。
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２．課題解決への取り組み

（１）管理計画認定への要望

・管理計画認定の基準に達するための支援。

・管理計画認定制度の申請等手順書の作成。

（２）自主管理で管理規約が適切に見直されていない。

・標準管理規約に準拠した管理規約改正案の作成支援。

（３）自主管理で長期期修繕計画の見直しが適切に行われていない。

・修繕積立金ガイドラインに準拠した修繕積立金の見直しを支援。

・高齢化に対応するバリアフリー及びバリューアップ等の改修工事支援。

（４）自主管理で管理組合の運営が適切かどうか。

・管理組合運営のポイントを作成して、管理組合の運営を指導。
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２．課題解決への取り組み

（１）管理計画認定への申請支援

マンション管理士において認定基準への合致状況を確認
・マンション管理士において、事前に管理規約や長期修繕計画等を確認し、認定申請に向けての
改善点を把握した。

区分所有者への説明
・管理計画認定制度に関する区分所有者への説明会を実施し、認定申請に向けた意識を醸成。区
分所有者への説明にあたっては、制度の目的やメリットが伝わるような資料を作成した。

・あわせて、認定申請の意向をアンケートにより確認した。

・なお、本マンションが立地する地方公共団体においては認定制度が開始されていなかったため、
開始され次第、総会で決議した上で認定申請を行う方針の了承を得た。

長期修繕計画・管理規約等の見直し
・認定基準に合致するよう、長期修繕計画及び管理規約の見直しを実施した。

・事前に見直し案の説明会を実施することで、総会において特段の反対意見はなく可決された。
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２．課題解決への取り組み
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（参考資料）最新の標準管理規約に準拠した改正案の提案。



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）区分所有者への説明に使用した管理計画認定制度の概要



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）認定手続きⅠ（管理組合の発意から申請まで）



２．課題解決への取り組み

7

（参考資料）認定手続きⅡ（認定手続き支援サービス利用）



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）認定手続きⅢ（地方公共団体への申請・発行）



２．課題解決への取り組み

（２）長期修繕計画の見直し
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一級建築士事務所へ建物調査を依頼

・建物調査の実施により、劣化状況等が判明

・調査結果を長期修繕計画に反映することで、必要な工事の見極めが可能となり、不要な工事費を計上する
ことを防ぐ

バリューアップ工事等に関する居住者アンケートを実施

・建物の劣化状況やバリューアップ工事の希望に関する居住者アンケートを実施

・アンケート結果より、要望の多かった「耐震化工事」の実施を検討することとした

国土交通省が公表している「長期修繕計画標準様式・作成ガイドライン」に準拠した形式で、長期修繕計画
の見直し案を作成

・ガイドラインに準拠して、計画期間３０年かつ工事が２回含まれる計画にすることで、認定基準を満たす
形とした

区分所有者への説明

・長期修繕計画の見直しにより、修繕積立金を値上げすることが必要となるため、総会の前に区分所有者へ
の説明会を実施

・値上げに対する意見もあったが、居住者の要望を取り入れた計画としたことや、建物調査の結果を示し修
繕工事・値上げの必要性を説明することで理解を得ることができた



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）建物調査の結果



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）居住者アンケートの結果



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）アンケート結果によるバリアフリー等の要望

１．玄関スロープへの要望

・スロープの傾斜が急すぎる。

・スロープが雨の時に滑りやすい。

２．耐震に向けた要望

・耐震化を推進して欲しい。

３．その他の要望

・高齢化対策を実施。

・安全、安心の対応。

今後の長期修繕計画の

見直しに、要望事項への

組みを行い、安心・安全

に居住できるマンション

を目指す。



２．課題解決への取り組み

（３）自主管理マンションの管理運営のサポート
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管理運営のポイントの作成

○自主管理マンションへの、「管理組合運営のポイント」を作成

＜主な内容＞

・説明会やアンケート調査で組合員の意見徴収や合意形成を図る。

・居住者間の良好なコミュニティー形成に積極的に取り組む。

・理事会は管理組合の業務執行機関なので、定期的な理事会を開催する。

・輪番での新任役員のために、引き継ぎ書の作成・保管文書を整理する。

・定期的に長期修繕計画を見直し、必要な修繕積立金に改定すること。 等

管理運営のポイントの実践

○自主管理組合では管理会社の支援が無いため、組合員自ら実践できるよう、理
事会において上記の「管理組合運営のポイント」を役員に指導

・行政等の無料相談を活用したり、マンション管理の専門家に相談する。

・コミュニティー形成以外に防災対策の取り組みも必要。

・早い段階から将来の建て替えの検討が必要。



２．課題解決への取り組み
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（参考資料）管理組合運営のポイント
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２．課題解決への取り組み

（参考資料）管理組合運営のポイント
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２．課題解決への取り組み

（参考資料）管理組合運営のポイント
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３．まとめ
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（１）築５０年のマンションでしたが、長期修繕計画等の見直により、適切な
修繕及びバリアフリー・バリューアップ対応を行うことで、高経年のマン
ションでも長期間、住み続けられると判断できました。

その結果、このマンション理事会では、マンション再生に向けて目途が
つきました。

（２）高経年かつ自主管理マンションにおいても認定基準を満たすことができ、

自治体において今後、管理計画認定申込が開始されれば、申請をする予定

となりました。

（３）管理組合運営のポイントをまとめることで、自主管理マンションにおい

ても適切に管理を行うことができる土壌が生まれました。

この支援において作成した成果品が、
全国の同様なマンションで参考になれば
幸いです。


